
鼓の胴σン除飾
rり

(っづみのどうのまつかざり)

1638(寛 永 15)年 、江戸幕府 は西 日本 の諸大名 を総動員 し、
一気 に原城 を攻撃 し島原 の乱 を鎮圧 した。その勝利・のきっか

けをつ くつた のが佐賀藩 の一番乗 りの武 功 であつた。 しか し

そ の こ とが逆 に軍法違反 とされ 、同年 6月 29日 鍋 島勝茂 は

幕府 へ の出仕 を止 め られ 、謹 慎処分 を受 け る こ とになった。

年末 を迎 えた江戸佐賀藩邸 では、正月 の松飾 りな どをせず、

ひ つそ りと正月 の準備 を していた。 ところが、年 も押 し迫 つ

た 12月 29日 、突然 この謹慎処分 が解 けた。

質素 な正月 の準備 を していた鍋 島家 では、門松 な どの正月

飾 りはな く困惑 の色 を隠せ なか つた。そ こでかねて出入 りの

荒物屋彦惣 に、松 な どの材料 を集 め させ、 納屋 にあつた米俵

な どの藁 とともに、にわか に松飾 りを作 らせ た ところ、その

松 飾 りの形 が鼓 の胴 部 に似 て い た こ とか ら 「鼓 の胴 の松 飾

り」 といわれ るよ うになつた。

この松飾 りは、これ を吉例 として以後踏襲 され ることと‐な

り、佐賀 で も明治 時代 まで は県庁や市役所 で も飾 られ ていた

とい う。
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